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令和元10月19日(土）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：苫米地　有利子
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＜連絡事項＞
・Aユニットホールの暖房はまだ入っていません。10/23から暖房が入る予定だそうです。
＜患者様連絡事項＞
・本木　貞子様～昨日尿量少なく混濁あるため、船場Ｄｒより処方となった点滴が本日分から切れる為、主治医不在により田名部Drへ報告し、生食500ml、ヴィーンD500mlを2日分処方して頂いている。

・清水　進様～今朝血尿あったことを安ケ平Ｄｒへ報告し、セフジトレンピボキシル(100)3錠×1　7日分処方指示あり。10/26に検尿実施するように指示あり。
・類家　健様～青山荘体験利用2回目の連絡と744円持参し頂きたいと電話連絡している。

・大川　敏彦様～本日指示の喀痰培養検査実施している。10：00体温39.5℃、14：00体温39.0℃、声掛けに返答なく反応乏しい状態であるため主治医馬渡Drへ報告する。アンヒバ坐剤挿肛し、血圧低下に注意し1時間おきに血圧測定の指示あったが、クーリングにて解熱したため使用せず。指示受けしアンヒバ坐剤1本は中止、返品の指示あり。
・本木　貞子様～体動活発・点滴自己抜去あり。主治医不在のため馬渡Drへ報告し、点滴施行時にミトン使用可の指示あり。ご家族様へは電話連絡ずみ。
　・山地　壽々子様～長男嫁様から電話連絡あり。経管栄養法実施を希望される返答を頂く。主治医馬渡Drへ報告し、10/21(月)経管栄養チューブ挿入指示、経管栄養法開始の指示をもらっている。ご家族様へ10/21から経管栄養開始に決定した旨を電話連絡し了承得ている。
＜要注目患者様＞
・大川　敏彦様～体温39.5℃～38.1℃脈拍112回/分HR120台血圧157/85㎜Hg　16：0⁰意識レベル低下あり呼吸数22回下顎呼吸時折見られる。痛覚反応あり。当直医報告し経過観察となる。














・小舘　アツ子様～15：00頭痛訴えカロナール2T服用する。他者への干渉は見られない。
・山田　りつ様様～各食1/2摂取。「美味しい」と話している。酸素飽和濃度97％で経過。
その他のバイタル異常なし。
・阿部　和美様～ホール内徘徊して過ごす。放尿や他者トラブルはなく経過。
・宮崎　榮子様～食事は自力にて2/3～全量摂取。確認行為目立たず、活気のなさ見られている。
・本堂　秀夫様～バイタルサイン異常なし。食事は介助にて全量摂取している。深夜帯で下痢便あるも日勤帯では見られず。点滴はトラブルなく施行。
・三輪　一浩様～食事は自力にて各食全量摂取。動作緩慢さあるも、歩行時のふらつき等はない。声掛けにも返答聞かれるが、活気のなさあり。
